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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期
第２四半期
連結累計期間

第15期
第２四半期
連結累計期間

第14期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 4,960,854 5,040,479 10,219,804

経常利益又は経常損失（△）（千円） △64,039 152,300 240,436

四半期（当期）純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△102,039 164,817 189,700

四半期包括利益又は包括利益（千円） △100,876 184,573 199,664

純資産額（千円） 4,529,673 5,017,265 4,831,256

総資産額（千円） 5,514,836 6,044,467 6,008,444

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）（円）
△1,635.18 2,635.19 3,038.80

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
― 2,615.89 3,018.30

自己資本比率（％） 82.1 82.9 80.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
23,785 109,723 572,189

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,631,806 2,968 △1,546,452

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△60,522 △49,052 △115,997

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（千円）
1,378,632 2,020,556 1,956,916

　

回次
第14期
第２四半期
連結会計期間

第15期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 294.83 1,517.71

（注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第14期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存

在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．第14期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１．四

半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりです。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

（１）業績の状況

売上高

　当第２四半期連結累計期間（４－９月）の売上高は、前年同期比1.6％増の5,040百万円となりました。東日本大震災

の経済への影響、当社におきましては特に広告需要への影響が心配されましたが、６月には市況の回復も認められる

状況となり、微増ではありますが増収の決算とすることができました。

　広告・課金事業におきましては、広告商品が前年同期を上回る水準で推移するとともに、婚活サイトや電話占いと

いった有料サービスが売上を伸ばしました。また、人気アイドルグループ「AKB48」の公式ファンサイト運営による収

益も増収に貢献いたしました。これらの結果、当報告セグメントの売上高は前年同期比17.6％増の2,665百万円となり

ました。このほか、前連結会計年度までに事業の整理が完了したため、当第２四半期連結累計期間はクーポン事業の本

格展開に向けた取り組みを強化するなど、成長戦略へと経営の舵を切ることができました。

　ブロードバンド事業につきましては、これまではNTTの回線サービス「Ｂフレッツ」と当社のプロバイダーサービス

をセットで販売する料金プランが売上の大半を占めておりましたが、昨年度よりNTT側において当社のプロバイダー

サービスを取り扱うサービスが開始されたことに伴い、プロバイダーサービス料金のみが売上に計上される販売が増

加しております。この結果、当報告セグメントの売上高は前年同期比11.8％減の2,374百万円となりました。

　

営業利益又は営業損失

　前第２四半期連結累計期間は77百万円の営業損失を計上しておりましたが、当第２四半期連結累計期間は105百万円

の営業利益となりました。改善幅は182百万円となり、前下半期以降の黒字基調を維持することができました。

　売上増となる中、売上原価が前年同期比4.9％減少し3,020百万円となりました。これにより売上総利益は前年同期比

13.3％増の2,019百万円となりました。売上総利益の増加幅は236百万円となり、この売上総利益の増加が利益改善に

大きく寄与いたしました。

　一方、販売費及び一般管理費につきましては、前年同期比2.9％増の1,913百万円となりました。昨年９月の事務所移

転による家賃の削減効果や決済代行手数料の料率見直しによって業務委託費が減少しましたが、人員増強に伴い人件

費が増加しているほか、販売手数料（広告代理店手数料）等が増加しました。

　セグメント別では、広告・課金事業のセグメント利益（営業利益）は、前年同期比54.1％増の309百万円となりまし

た。広告収益が採算性のよい直販を含め、比較的堅調に推移するとともに、有料サービスにおいてはオリジナルサービ

スが伸びたことが利益増に貢献いたしました。また、子会社の美容院検索サービスの収益性が改善したことも利益面

で寄与いたしました。

　ブロードバンド事業のセグメント利益は、前年同期比25.7％増の139百万円となりました。安定的な会員増に加え、昨

年から取り組んでいる運営体制や取引条件の見直しが収益性の向上につながりました。
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報告セグメントごとの売上高及び営業利益又は営業損失

（単位：百万円）　

　
前第２四半期

連結累計期間

当第２四半期

連結累計期間
増減額

売上高: 　 　 　

　広告・課金事業 2,267 2,665 ＋398

　ブロードバンド事業 2,693 2,374 △318

合計（四半期連結損益計算書計上額） 4,960 5,040 ＋79

 　 　 　

セグメント利益（営業利益）: 　 　 　

　広告・課金事業 201 309 ＋108

　ブロードバンド事業 111 139 ＋28

　調整額（管理部門の費用等） △389 △343 ＋45

合計（四半期連結損益計算書計上額） △77 105 ＋182

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。

２．調整額の主な内容は、事務所家賃及び管理部門に係る費用です。

３．第１四半期連結会計期間より報告セグメントを変更いたしました。このため各セグメントの売上高及びセ

グメント利益の前第２四半期連結累計期間との比較については、前第２四半期連結累計の数値を当第２四

半期連結累計期間の報告セグメントの区分に組み替えて算出しております。

　

四半期純利益

　当第２四半期連結累計期間は、営業外収益を48百万円計上したほか、昨年の事務所移転に係る敷金及び保証金清算益

16百万円を特別利益として計上しました。これらの結果、四半期純利益は164百万円となりました。前年同期は102百万

円の四半期純損失でした。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末から63百万円増加し2,020百万円となり

ました。収益性の回復に伴い、営業活動による収入が前年同期に比べ85百万円増加し、109百万円となりました。当第２

四半期連結累計期間（４－９月）におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

　

　営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で、前年同期比85百万円増の109百

万円の収入となりました。当第２四半期連結累計期間は、収益性の回復が進み、税金等調整前四半期純損益が前年同期

は損失であったのが利益に転じ、収支は大幅に改善しました。また、売上構成の変化に伴い売上債権が減少し、これに

よって102百万円の収入となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で２百万円の収入となりました。前

年同期は親会社への資金の預け入れ等により1,631百万円の支出でした。当第２四半期連結累計期間は、サーバー等の

購入に23百万円の資金を使用したほか、Webサイトの買収（権利金）やソフトウェアの取得に33百万円の投資をいた

しました。一方、前連結会計年度の本社移転に係る敷金の清算が当年度に完了し、58百万円の収入となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で、前年同期比11百万円改善し49百

万円の支出となりました。当第２四半期累計期間における主な内容は、ファイナンス・リース債務の返済によるもの

です。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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（５）経営の現状認識と見通し

　当社は収益性の回復、向上を目指して、広告・課金事業とブロードバンド事業に経営資源を集中してまいりました。

今後は、ポータルサイト運営で培ったインターネットに関する総合的な技術力とノウハウ、そして既存事業の多様な

サービスやコンテンツを活用することによって収益要素の多様化を図るとともに、強みのある事業やサービスをさら

に発展させることで収益力を高めたい考えであります。また、他社サービスとの連携並びにモバイル及びスマート

フォンなどの新デバイスへの展開など新領域へも積極的に進出し、事業の拡大及び収益構造の改善を果たしてまいり

ます。 

　安定した財務体質を支えに収益構造の改革を迅速に進めるとともに、資金を有効に活用しながら収益機会に積極的

に挑戦することを経営の課題にしたいと存じます。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 188,000

計 188,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 62,586 62,586

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ市場

(スタンダード）

単元株制度は

採用しており

ません。

計 62,586 62,586 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
― 62,586 ― 3,233,997 ― 3,519,997
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山二丁目５番１号 35,794 57.19

東日本電信電話株式会社 東京都新宿区西新宿三丁目19番２号 3,100 4.95

西日本電信電話株式会社 大阪府大阪市中央区馬場町３番15号 1,600 2.55

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜二丁目４番６号 1,029 1.64

山村 幸広 東京都港区 420 0.67

伊藤忠エレクトロニクス株式会社 東京都港区南麻布三丁目20番１号 400 0.63

株式会社ファミリーマート 東京都豊島区東池袋三丁目１番１号 400 0.63

野村證券株式会社 東京都千代田区大手町一丁目２番３号 325 0.51

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町一丁目４ 279 0.44

加藤 鐘一 愛知県知多郡 260 0.41

計 － 43,607 69.68

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 8 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 62,578 62,578 同上

発行済株式総数 62,586 － －

総株主の議決権 － 62,578 －

　 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エキサイト株式会社

東京都港区南麻布

三丁目20番１号

麻布グリーンテラ

ス４階

8 ― 8 0.01

計 － 8 ― 8 0.01

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,154,892 1,016,317

売掛金 1,806,988 1,704,204

貯蔵品 1,946 1,576

関係会社預け金 2,302,023 2,504,238

その他 39,370 54,007

貸倒引当金 △16,286 △5,196

流動資産合計 5,288,935 5,275,148

固定資産

有形固定資産 43,250 57,119

無形固定資産 53,799 97,926

投資その他の資産

投資有価証券 465,153 534,998

その他 228,250 131,757

貸倒引当金 △70,944 △52,483

投資その他の資産合計 622,459 614,272

固定資産合計 719,508 769,318

資産合計 6,008,444 6,044,467

負債の部

流動負債

買掛金 525,073 529,692

リース債務 86,408 46,436

未払法人税等 15,606 13,241

引当金 112,858 50,704

その他 403,195 352,454

流動負債合計 1,143,141 992,529

固定負債

リース債務 22,067 9,412

繰延税金負債 11,656 25,216

その他 321 43

固定負債合計 34,045 34,672

負債合計 1,177,187 1,027,201

純資産の部

株主資本

資本金 3,233,327 3,233,997

資本剰余金 3,654,208 3,654,878

利益剰余金 △2,072,044 △1,907,227

自己株式 △4,830 △4,830

株主資本合計 4,810,661 4,976,818

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,983 36,740

その他の包括利益累計額合計 16,983 36,740

新株予約権 3,612 3,706

純資産合計 4,831,256 5,017,265

負債純資産合計 6,008,444 6,044,467
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 4,960,854 5,040,479

売上原価 3,178,024 3,020,781

売上総利益 1,782,829 2,019,698

販売費及び一般管理費 ※1
 1,859,854

※1
 1,913,905

営業利益又は営業損失（△） △77,024 105,792

営業外収益

受取利息 6,549 6,847

受取配当金 2,378 2,450

持分法による投資利益 8,785 35,905

その他 3,196 3,066

営業外収益合計 20,911 48,270

営業外費用

支払利息 2,778 1,227

為替差損 1,614 369

消費税調整額 1,292 －

その他 2,240 165

営業外費用合計 7,926 1,762

経常利益又は経常損失（△） △64,039 152,300

特別利益

固定資産売却益 60,563 －

敷金及び保証金清算益 － 16,296

その他 9,310 －

特別利益合計 69,874 16,296

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 68,286 －

事務所移転費用引当金繰入額 22,894 －

固定資産除却損 645 729

減損損失 1,482 －

投資有価証券評価損 5,313 －

過年度著作権使用料 6,195 －

特別損失合計 104,817 729

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△98,982 167,867

法人税、住民税及び事業税 3,057 3,050

法人税等合計 3,057 3,050

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△102,039 164,817

四半期純利益又は四半期純損失（△） △102,039 164,817
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△102,039 164,817

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,163 19,756

その他の包括利益合計 1,163 19,756

四半期包括利益 △100,876 184,573

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △100,876 184,573

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△98,982 167,867

減価償却費及びその他の償却費 38,972 34,835

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 68,286 －

株式報酬費用 302 94

貸倒引当金の増減額（△は減少） 346 △11,090

引当金の増減額（△は減少） 4,563 △62,154

受取利息及び受取配当金 △8,928 △9,298

支払利息 2,778 1,227

持分法による投資損益（△は益） △8,785 △35,905

固定資産売却損益（△は益） △60,563 －

敷金及び保証金清算益 － △16,296

固定資産除却損 645 729

減損損失 1,482 －

投資有価証券評価損益（△は益） 5,313 －

売上債権の増減額（△は増加） △34,783 102,783

たな卸資産の増減額（△は増加） 753 370

その他の流動資産の増減額（△は増加） 23,264 △12,919

仕入債務の増減額（△は減少） △2,890 4,618

未払金の増減額（△は減少） 65,550 847

その他の流動負債の増減額（△は減少） 30,855 △57,180

その他 △3,046 －

小計 25,134 108,529

利息及び配当金の受取額 7,544 8,204

利息の支払額 △2,778 △1,227

法人税等の支払額 △6,115 △5,783

営業活動によるキャッシュ・フロー 23,785 109,723

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,067 △23,580

無形固定資産の取得による支出 △13,852 △33,607

無形固定資産の売却による収入 118,291 2,100

投資有価証券の取得による支出 △38,734 △623

敷金及び保証金の差入による支出 △82,481 －

敷金及び保証金の回収による収入 － 58,679

関係会社預け金の預入による支出 △1,500,000 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△105,012 －

その他 50 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,631,806 2,968

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 1,330 1,340

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △61,852 △50,392

財務活動によるキャッシュ・フロー △60,522 △49,052

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,668,544 63,640

現金及び現金同等物の期首残高 3,047,176 1,956,916

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,378,632

※1
 2,020,556
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果

となる場合には、重要な加減算項目や税額控除項目を考慮して税金費用を算

定しております。

 

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　

　
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

給料手当 573,378千円 647,974千円

業務委託費 494,037千円 439,988千円

賞与引当金繰入額 45,645千円 40,723千円

役員賞与引当金繰入額 5,070千円 4,800千円

貸倒引当金繰入額 318千円 690千円

　　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

現金及び預金勘定 1,378,632千円 1,016,317千円

預入れ期間が３ヶ月以内の

関係会社預け金勘定（注）
― 1,004,238千円

現金及び現金同等物 1,378,632千円 2,020,556千円

（注）関係会社預け金は、余裕資金を親会社である伊藤忠商事㈱に預け入れており、預入れ期間が３ヶ月以内

の関係会社預け金については、現金及び現金同等物の扱いとしております。
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額
（注）２

広告・課金
事業

ブロードバンド
事業

合計

売上高      

外部顧客への売上高 2,267,6942,693,1594,960,854 － 4,960,854
セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 2,267,6942,693,1594,960,854 － 4,960,854

セグメント利益 201,066 111,117 312,183△389,208△77,024

（注）１.セグメント利益の調整額△389,208千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△389,208千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額
（注）２

広告・課金
事業

ブロードバンド
事業

合計

売上高      

外部顧客への売上高 2,665,9622,374,5165,040,479 － 5,040,479
セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 2,665,9622,374,5165,040,479 － 5,040,479

セグメント利益 309,916 139,708 449,624△343,832 105,792

（注）１.セグメント利益の調整額△343,832千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△343,832千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間から、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しております。

　平成23年４月１日付けで事業の統括体制を参入市場別に改めました。サービス間の連携を高めることで消費者

ニーズに応えていく戦略です。これに伴い報告セグメントの区分を見直すものであります。

その結果、当連結会計年度より、「広告・課金事業」、「ブロードバンド事業」の２つを報告セグメントとい

たしました。

「広告・課金事業」は、メディア事業や有料サービスを中心とし、Webユーザーに対し様々な情報やコンテン

ツを提供する営業活動です。一方、「ブロードバンド事業」は、インターネット利用の基幹的なサービスとなる

プロバイダー事業を営んでおります。

　前連結会計年度の対応する四半期連結累計期間について、変更後の区分表示により作成した報告セグメントご

との売上高及びセグメント利益の金額に関する情報は、「Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日

　至平成22年９月30日）」に記載しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△1,635円18銭 2,635円19銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（千円）
△102,039 164,817

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△102,039 164,817

普通株式の期中平均株式数（株） 62,402.63 62,544.89

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 2,615円89銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） ― 461.52

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

― ―

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月11日

エキサイト株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂本　満夫　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　一樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエキサイト株式会社

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エキサイト株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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